
ノーラエンジニアリング株式会社（製造業）

当社独自開発製品のフェライトステンレス配管

〇本社所在地：東京都千代田区飯田橋4-8-4
〇事業概要：ステンレス素材を中心とした

配管材料の設計・加工・販売
〇常時使用する従業員：172名

（グループ全体・2024年7月時点）

〇現在の売上高：60億円

（グループ全体・2024年7月時点）

○法人番号：4010001026279

○Web：https://www.nowla.co.jp/

 

当国内ステンレス･プレハブ加工メーカーのリーディング･
カンパニーとして、より高品質で、より弾力的な供給体制
を強化し、顧客満足度の向上を図る。

当社はステンレス・プレハブ加工に独自の強みを有し、イノベーション集団マインドのもと、
独自開発の省人化製品・工法を通じて解決策を提供してきました。需要の高まりに対する供給
力の増強を図り、社会課題である人手不足解決に貢献しながら100億円企業を目指します。

売上高100億円実現の目標と課題

2029年7月期の売上高達成に向け、独自開発製品のフェラ
イトステンレス管の拡販により、年率14％の成長を目指す。

売上高100億円実現に向けた具体的措置

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです
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ノーラエンジニアリング㈱
代表取締役社長
堀田 幸兵

• 現状の生産能力は増加する受注に対応できず、供給力不足
が懸念。

• トータルコストに優れたフェライトステンレス管の認知度
拡大。

• 雨水排水設備工事の拡販に向けた自社対応の施工監理部隊
の構築。

• 人手不足が深刻化する建設労働市場で求められる、省力化
商品の開発・製造に注力。

• 継続的な新卒採用、中途社員採用を実施し、工場作業員の
増員と共に営業部門の人材強化も図る。

• 雨水排水設備の工事一式受注の拡販に向け、大手ゼネコ
ン・管材商社に対し当社の省力化商品・工法の認知度を上
げていく。

• 滋賀工場（ノーラエンジニアリング㈱）及び福島工場
（東北ノーラ㈱）に新工場を建設し、生産能力増強に向
けた設備投資を実施する。

• 自社営業のみならず、既存の販売ルート（管工機材商社
経由）の活用を徹底。

• 雨水排水設備は専門施工業者が希少であるため、施工監
理部隊を構築し、工事一式受注の本格的な展開を開始。
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売上高100億円実現に向けた具体的措置

ノーラエンジニアリング株式会社（製造業）

売上高100億円企業への展望

○法人番号：4010001026279（ノーラエンジニアリング株式会社）、5380001022570（東北ノーラ株式会社）

売上高
100億円へ

成長のカギは、
フェライトの
供給力増強

  ＋
工事一式受注
の拡大

億円

ノーラエンジニアリング（従来品）東北ノーラ ノーラエンジニアリング（フェライト等）
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ステンレス・プレハブ加工のリーディングカンパニーとして
人手不足の解決に貢献し、更なる成長を目指す

事業体制
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工具
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仕入

仕入

売上

✓BCP対策も兼ね、全国各地への安定供給を達成するために、福島（関東以

北）、滋賀（関東以西）の両工場で設備投資を実施する

✓生産はノーラエンジニアリング・東北ノーラの両社で製造を行い、販売はノーラ
エンジニアリングの営業が一括して対応する。

✓自社営業のみならず、既存の販売ルート（管工機材商社経由）にも情報
提供を行い、ステンレス管活用のメリットを訴求し、シェア拡大を図っていく。

ノーラ工法 CFジョイント

独自開発の工法・製品

✓人手不足・省人化ニーズから「鉄管からステンレス管へのシフト」が見込まれ、
今後、受注が拡大する見通し。

✓しかし、現状の生産能力は売上高70億程度が限界であるため、2027年7月期
に福島工場・滋賀工場の隣接地に新工場を建設し、生産能力を2倍に増強する。

付加価値戦略による売上増

✓トータルコストの安いフェライトステンレス管（高価なニッケルを含まず、省力化、

軽量化による配管工事作業の効率化でコストを吸収）の認知度拡大を図る。

✓降雨量増加で排水設備は大型化の傾向にあり、軽量化製品への期待が高く、
大手ゼネコンのニーズをみたす雨水排水設備の工事一式受注へ本格展開を行う

生産能力増強に向けた設備投資1

2

売上



売上高100億円実現に向けた具体的措置

ノーラエンジニアリング株式会社（製造業）

フェライトステンレス管のメリット

○法人番号：4010001026279（ノーラエンジニアリング株式会社）、5380001022570（東北ノーラ株式会社）

素 材 価 格 寿 命 軽 さ 備 考

鉄 管 〇
（1）

△
（1）

×
（1）

従来から使用され、取扱い性や加工面で優れる（寿命20年）
安価ではあるが、重く・耐久性が劣るため、人手不足の現場では、
省人化に向けた鉄管からステンレス管へのシフトが起こっている

通常のステンレス管
（ニッケル含む）

×
(1.5倍)

〇
(2倍)

〇
(0.5倍)

半分の軽さと高い耐久性に優れ、価格は鉄管の1.5倍
寿命は40年と長いが、ニッケルを含むため価格が高い

フェライトステンレス管
（ニッケル含まない）

△
(1.1倍)

〇
(2倍)

〇
(0.5倍)

高価なニッケルを含まないため、価格は鉄管1.1倍と同等水準
加工性に優れ、寿命・軽さも通常のステンレスと変わらない
⇒人手不足の解決策になる画期的な製品（当社のみ展開）

（鉄管を1とした場合）

フェライトステンレス配管

1 耐久性の向上

高い

低い

優れていない 優れている耐久性

コスト 鉄管

フェライト
ステンレス管

耐久性と軽量化をキーワードに、
鉄管からのリプレースを前提に商品開発

2 軽量化

鉄管
フェライト
ステンレス管

口径200Ａでの
重量比較（kg/m）

30.1

15.6

2倍の耐久性 1/2の軽量化

３ 省力化

鉄管
フェライト
ステンレス管

135㎏

71㎏

建設現場で使用される
標準サイズ4mで比較

労働基準法上の
作業重量 35㎏/人

〉
鉄管
：4人工
＝135㎏÷35㎏/人

ステンレス管
：２人工
＝71㎏÷35㎏/人

1/2の省力化

人手不足における省力化に貢献

✓配管素材は、鉄管・樹脂・ステンレスに大別され、当社はステンレス管を中心に製造・販売を展開

✓フェライトステンレス管は、価格が高いという弱点を克服した差別化商品であり、成長戦略の要となる
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